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1 はじめに
1990年代後半以降, 情報の発信及び収集のための手段

としてインターネットが普及している. 総務省によれば,

2011年末の国内インターネット利用者人口は 9,610万人
で, 普及率は 79.1%である [1]. また別の調査では一日に
30分以上インターネットを利用する人が全体の 85%に
達しているとの結果がある [2]. またインターネットを構
成する主要な要素にWorld Wide Web(以下Web)があ
る. 1993年に世界全体で 130件しか存在しなかったウェ
ブサイト数は, 2012年には約 7億件にまで増加した.

そこで近年Webページから主要コンテンツを抽出す
るニーズが高まっている. ここでの主要コンテンツは,

ニュースサイトやブログの投稿ページにおける本文部分
のことを指す. その理由として,既に述べたように日々大
量の情報がWeb上に蓄積されていく一方で, 1人のユー
ザーが到達できる情報量には限界があるという背景が挙
げられる. 例えばニュースやブログの本文を抽出するこ
とで, 内容を要約し短時間で把握が可能となる. また検
索エンジンを利用する際, 広告やナビゲーションなどの
不要なコンテンツを検索結果の中に反映することがなく
なり, 検索結果の質の向上が期待される. さらに通信時
の負担を削減するために, 主要なコンテンツのみを優先
して取得することで, Webページの表示待ち時間を削減
することが可能である.

主要コンテンツ抽出手法についての既存の研究では,

吉田ら [3]が同一Webサイトにおいて他のWebページ
には共通して現れない部分を本文箇所として推定する
手法を提案している. また Pappasら [4]は多様なWeb

ページで主要コンテンツ部分を推定するため, 独自アル
ゴリズムによる手法を提案している.

2 HTML5とセクショニング要素について
Webページを構成するのはHTMLタグと呼ばれる識

別子によって装飾された文章である. 本研究では主要コ
ンテンツの推定に有用な情報として, HTML5のセクショ
ニング要素と呼ばれるHTMLタグに注目する. HTML5

とは, Web利用者にとってのユーザビリティ向上を目的
として, 2014 年 10 月 28 日に行われた HTML の 5 回
目の大幅な仕様変更である. またセクショニング要素
は HTML5にて新しく定義された HTMLタグで, Web
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ページ内の文章に対する意味付けを行うことを目的とし
ている. 具体的には次の 4つの HTMLタグを指す.

• articleタグ: Webページの中で完全もしくは自己完
結した構造を表す. これは, フォーラムの投稿, 雑誌
や新聞の記事, ブログのエントリ, ユーザーの投稿コ
メントなどが考えられる. つまり articleタグは, 主
要コンテンツそのものを表す HTMLタグと言える.

• sectionタグ: 文書またはアプリケーションの一般的
セクション (主題を表すコンテンツのグループ)を表
す. 通常 1つの articleタグが 0個以上の sectionタ
グを内包している場合が多い.

• nav タグ: 他のページへのリンク, またはナビゲー
ションリンクをもつ部分を表す.

• asideタグ: 周囲のコンテンツとわずかに関連し, か
つそのコンテンツから分離すると見なすことができ
る部分を表す. 具体的にはリード文またはサイドバー
のような部分や広告などを指す.

上記のように, セクショニング要素は主要コンテンツ
の推定に大いに役立つと考えられる. しかし正式勧告さ
れたばかりの仕様のため, セクショニング要素を持たな
いWebページも未だ数多く存在する. それらを手動で
更新, 修正するのは作業者にとって負担である.

そこで本研究では, HTML5への更新作業時の負荷軽
減とWebにおけるユーザビリティの向上を目的とし, セ
クショニング要素を持たないWebページに対してそれ
らを自動付与するシステムを提案する.

なお以降でセクショニング要素を含むWebページを
HTML5ページ, それらを持たないページを非 HTML5

ページと表現する. また本研究で利用するセクショニン
グ要素は, 4つのうち articleタグのみに限定する.

3 システム設計
本システムの構成は図 1の通りである. 具体的な処理

の流れは以下の通りである.

1. 予め指定した URLの HTML5ページと非 HTML5

ページのページデータを取得する.

2. 取得したWebページは用意したデータベースへテキ
ストデータとして保存する.

3. 各HTML5ページについてDOMツリーを生成する.

4. セマンティック要素のノードと, その兄弟ノードや祖
先の兄弟ノードについて特徴量を算出する. 例えば
図 2のような DOMツリーの場合, 緑のノードを正
事例, 赤のノードを負事例とする.
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図 1 セクショニング要素自動付与システムの構成図

5. 前述の特徴量から, ノードがセマンティック要素の
ノードか否かを判別するルールを分類器で生成する.

6. 非 HTML5ページでも DOMツリーを生成する. ま
たその後, それぞれの特徴量も求める.

7. 非 HTML5ページの全てのDOMノード対して 5で
求めたルールを適用し, 特徴量にもとづいてセマン
ティック要素のノードとして分類されたノードに対
応するタグを articleに置き換える.

分類器については SVMやナイーブベイズを用い, 分
類器の違いによる性能の比較も行う. また上記の 4で求
める特徴量を求める手順は以下のとおりである. まず次
のようなノードN に対するスコアXscore を定義する.

• Ntext: ノード N に含まれる文字数

• Ntimeinfo: ノードN が時間表現を含んでいるか
(含んでいる場合 1,含まない場合 0)

• Npuncs: ノードN に含まれる句読点数

• Ntag(E): ノード N の子要素に現れるノード Eの数

上記のスコアを注目するノード, そのノードが含まれ
る DOMツリーの根ノード Rについてそれぞれ求める.

そして, Ntimeを除く各スコアについてNtext/Rtext∗100
のように, Rのスコアに対する割合を 100分率にし, こ
れをノードN の特徴量とする.なお Ntimeについてはそ
のままの値を特徴量として用いる.

図 2 DOMツリーで特徴量をカウントするノード

表 1 各ノードのスコア
id 正解 Ntext Ntimeinfo Npuncs Ntag(p) Ntag(div)

1 T 4752 1 148 35 12

2 F 742 0 38 3 0

3 F 15 0 0 0 0

4 F 22 0 0 0 0

5 F 44 0 0 1 0

6 F 0 0 0 0 1

表 2 得られる特徴量の例
id 正解 Ntext Ntimeinfo Npuncs Ntag(p) Ntag(div)

1 T 70.8 1 65.5 89.7 70.6

2 F 11.1 0 16.8 7.7 0.0

3 F 0.2 0 0.0 0.0 0.0

4 F 0.3 0 0.0 0.0 0.0

5 F 0.7 0 0.0 2.6 0.0

6 F 0.0 0 0.0 0.0 5.9

模式的な DOM ツリーを図 2 に示す. 今この DOM

ツリーのうちスコアを計算した結果が表 1であったとす
る. またこのDOMの根ノードのスコアがRtext = 6710,

Rtimeinfo = 1, Rpuncs = 226, Rtag(p) = 39, Rtag(div) =

17であった場合, これらから表 2の特徴量を得る.

このようにして得られた特徴量からセクショニング要
素を示すノードと, それ以外のノードの分類ルールを生
成する. 分類ルールの生成にはサポートベクターマシン
やナイーブベイズ分類器などを用いる.

その後生成したルールは非HTML5ページから生成し
た DOMツリーの全てのノードに対して適用し, 特徴量
により各ノードをそれぞれセクショニング要素とそれ以
外に分類することで, 最終的にセクショニング要素に相
当するノードの推定を行う.

4 おわりに
本研究では, HTML5 への更新作業負荷軽減と Web

利用者にとってのユーザビリティの向上を目的として,

HTML5のセクショニング要素を自動付与するシステム
を設計した. 提案したシステムでは, セマンティック要
素を持たないページに対し, 適切な位置にセマンティッ
ク要素をを付与することに成功した. 本研究では付与で
きるセクショニングタグが articleタグに限定されてい
るが, 今後は他の 3つのタグについても同様に自動付与
できるシステムの作成を目指す.
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